
に適する解答をマークせよ。ただし、同一問題で同じ記号の がある場１

合は同一の値が入る。

　  　 

 

 
、 


 

 
 とすると、

　
ア

イ
、

ウ

エ
 オ である。したがって、

　
カ

キ


ク

ケ
 コ 、　

　
カ

キ


ク

ケ
 コ である。

　　 

  

  
、 


  

  
 とすると、

　
サ

シス


セ

ソタ


チツ

テト
、

　
ナ

ニヌ


ネ

ノハ


ヒフ

ヘホ
である。

　個のサイコロを回投げる。

　  　同じ目が続けて出ない確率は
アイウ

エオカキ
である。

　  　同じ目が回以上続けて出る確率は
クケコ

サシスセ
である。

　  　同じ目が回以上続けて出る確率は
ソタ

チツテト
である。

　  　同じ目が回以上続けて出る確率は
ナ

ニヌ
である。　

　実数、を用いて一般項が  
 




   と表される数列  を考える。

　  　、のとき、  をで割った余りは ア である。

　  　



、




のとき、

 



 
イ

ウ
である。

　  　



、




のとき、

 



 
エ

オ
である。

　　ただし、
 
     を用いた。　

解説

　  　 

 

 
、 


 

 
　より

　　 

  

 


　　　　　 





　　　　　



　………①

　　 

  

 


　　　　　 

    

 


　　　　　





   

　　　　　

　　　　　



　………②

　　①、②より

　　　







、










　  　 

  

  
、 


  

  
 より

　　 

   

  


　　　　　 





　　　　　



　………③

　　 

  

  


　　　　　 

     

  


　　　　　





    

　　　　　

　　　　　



　………④

　　③、④より

　　　　　












、














　サイコロの目の出方は  通り。

　  　同じ目が続けて出ないのは、前の目と違う目が続けて出ればよいので、

　　　求める確率は

　　　　　　　　　
･







　  　同じ目が回以上続けて出ない確率は

　　　　　 同じ目が続けて出ない確率 




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




　  　同じ目が回以上出るのは以下の場合である。

　　　　ⅰ　すべて同じ目が出るとき　　　　　　　　　

　　　　ⅱ　回目と回目が異なり、回目以降同じ目が出るとき

　　　　ⅲ　回目から回目まで同じ目で、回目は回目と違う目が出るとき

　　　ⅰのとき、
 





　　　ⅱのとき、
 





　　　ⅲのとき、
 





　　ⅰ～ⅲより、求める確率は

　　　　　　　　　　
  







　  　同じ目が回以上出るのは以下の場合である。

　　　　ⅰ　回目から回目まで同じ目でが出るとき（、回目は何でもよい）　

　　　　ⅱ　回目と回目が異なり、回目から回目まで同じ目が出るとき（回

　　　　　　目は何でもよい）

　　　ⅲ　回目から回目まで同じ目で、回目と回目と違う目が出るとき（回

　　　　　　目は何でもよい）

　　　ⅰのとき、
 





　　　ⅱのとき、
  






　　　ⅲのとき、
  






　　ⅰ～ⅲより、求める確率は

　　　　　　　　　　
  







　　　　　　　　　　　　　　




　  　、のとき

　　　　　　  
 



 ･  
 

　　　　　　　 
 






 




　　　　　　　  ･




 




  




　　　　　　　  





 


　　　　　　　　

　　よって、で割った余りは
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　  　  
 




 

 






 




　　　　


 



･
 






 




　　　　


 



･


 

 




  




　　　　




 

 








 

 




　　よって、
 



 
 



  




 

 








 

 




　　　　　　　　
















  




　　　　　　　　




　  　
 



 
 



  





 

 









 

 




　ここで、  
 




    とおくと

　　　　　  
 ……  

 　　　　    ……     

　　       ……    

　　　　　　
 

 
 

　　よって、  
 


  




 

　　のとき

　　　　　　
 
 




  

　　となるので

　　　　　　
 



  



･




 








･




   




　　　　　　　　　








　　　　　　　　　



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に適する解答をマークせよ。ただし、同一問題で同じ記号の がある場２

合は同一の値が入る。

右（下）図の五角形において、

　　　　　　　、∠∠











である。

  　
ア

イ
である。

　また、五角形の面積は
ウ  エ

オ
である。

  　、とすると    、･
 カ

キ
である。ここで

　とおくと、･、  、･より

　　　　　　
ク  ケ

コ
、

サ

シ
を得る。

　　辺の中点をとすると、
ス  セ

ソ
  となり、

　
タ  チ

ツ


テ  ト

ナ
となる。

  　五角形と合同な五角形を用いて図のように隙間も重なりもなく平面

　を敷き詰めることができる。この平面の敷き詰めの周期的構造を特徴づけるベクトル

　としてとをとる。ただし、点は辺 の中点、点は辺 

　の中点である。

　　　　
二  ヌ

ネ


ノ  ハ

ヒ
であり、

　　　　


  フ  へ 、･ ホ である。

　また、△の面積は
マ  ミ

ム
である。











 

 













 

 





図

　　

解説

  　△と△は直角二等辺三角形より、

　よって、△で余弦定理より

　　　　　　   
  


  ･ ･ ･

　　　　∴　




　五角形の面積をとすると

　　　　　△△△

　　　　　



･･




･ ･ ･




･･

　　　　　







･ ･ ･








　　　　　
 


  　･  ･  ･　　　

　　　　･･    

　　　　･･    　　　　

　　　　･･ 

　　　　 


　　･より

　　　　　･  

　　　∴　･  

　　　∴　 


 ･

　　　∴　 




　　　∴　 


　……①

　また、 より

　　　　　


  

　　　∴　 


 ･ 


 

　　　∴　   


  

　①を代入して

　　　　　


  


  


  


   

　　　∴　  

　　　∴　




　よって、 、 
 


、 



 複号同順

　ここで、･より

　　　　　･  

　　　∴　  ･


 

　　　∴　 


  

　　　∴　 


 

　これを満たす 、 は、 、  
 


、



である。

　辺の中点をより

　　　　　
 

 

　となる。

　　　　　   


 






　　　　　


  


 ･




　　　　　　　　
 


　　　　　　　　
 


　　　　　　　　


 
 




　　　∴　  
 



　よって、 



 

 



　　　　　　
 


 

　これより、

　　　　　　　　
 


 

　　　　　　　　
 



 




  　、より

　　　　　

　　　　　　　 

　　　　　

　　　　　
 



 




　　　　　　　
 
   

　よって、


 


 
 



  
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　　　　　　　　


 
 
 


  ･ 




　　　　　　　　
 


･




　　　　　　　　 　　

　△において余弦定理より

　　　　  ･･･　　

　　　　　　  


　　　　　　
 


　△において余弦定理より　　　　　　

　　　　      ･･

　　∴　
 





 



･

　　∴　･






 


　　∴　 



･ 




 



 


　　∴　･

°°













　よって、より、△の面積は

　　　　





 

 


　･について

　　∠より、

　四角形は円に内接する。

　よって、円周角の定理より、

　∠

　これより、∠となるので、

　　　∠　

　よって、･
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  、
 
   を満たす増加関数  が逆関数

   を持つとする。このとき、３

正の整数に対して  
   とし、

　　　　　　　　  
   

 

 

       

とする。

　     のとき、  、  を求めよ。

　     のとき、  をを用いて表せ。

　  
 のとき、     を示せ。

　正の整数に対して    を示せ。

解説

　   とする。、 

　とを入れ替えると

　　　　　　　   、 

　　　　　∴　  

　　　　　∴　  

　よって、    
 となるので、  

 

　これより、  、  

　のとき

　　     


   
 

　　　　　　　  

　よって、のとき　

　　　　　　　  
 

 

    

　　　　　　　　･



    




  

　　　　　　　　
     



　のとき  より、含まれるので

　すべての自然数に対して、  
     




　  とする。 

　とを入れ替えると

　　　　　　　   

　　　　　∴　　

　よって、     となるので、  

　のとき

　　         

　　　　　　　         

　よって、のとき　

　　　  
 

 

          
 

 

    

　　　　　    ……     

　　　　　　　　　　　　　　　　  ……

　　　　　 ･･･  …… 　

　　　　　   

　のとき  より、含まれるので

　すべての自然数に対して、     

　ⅰ　のとき成立。

　ⅱ　のとき

　    において、両辺対数をとって

　　　　　　      

　　　　∴　   

　　　　∴　   

　　　　∴　  

　　　　∴　
 

 

       ………①

　よって、で①が成立することを示せばよい。

　     とおくと、で  は微分可能より　

　平均値の定理より

　　　　　　
    

   
   　 

　を満たすが少なくともつ存在する。

　
    

   
   より

　　　　　　    




　より、








　よって、    



が成り立つ。

　これより、 ①の左辺 
 

 

      

　　　　　　　　　　　
 

 

 ･




　　　　　　　　　　　

　よって、で①が成り立つので、ⅰ、ⅱより、すべての自然数に対して

　与式は成立する。

　①の続き

　　         とおくと

　　       


  




　　　　    


 
　

　　　　    


 

　　   


 









  

　　　　


 
  



　よって、で   より、で   は単調減少である。

　また、
 
   

 
     



 

　　　　　　　　
 
 

 





 

　　　　　　　　
 
  







 

　　　　　　　　

　よって、で   より、で  は単調増加である。

　また、
 
  

 
     

　　　　　　　
 
 

 


　

　　　　　　　
 




 




　　　　　　　　

　これより、で  となるので、で     となる。

　よって、のとき

　　　　　　
 

 

       
 

 

 

　が成り立つ。（以下略）　

　①の続き   を示す

　より、    

　　　　　　
 



 

　ここで、 は下図の太線の長方形の面積、
 



  は下図の打点部分の

　底辺が、高さが  、、……、 の長方形の面積の総和を表す。





   





………



　よって、図より

　　　　　　   


 

　　　　　　　


 

 


　　　　　　　   

　　　　　　　

　以下略
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